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3次元仮想空間設計システムを用いた

高速移動状態における視環境の人工現実感評価

　本研究では、感性工学的視点から人間の視覚心理

構造に着目し、高速移動状態（具体的には高速道路

走行状態）における各種条件の異なる人工的視環境

を、CGアニメーション技術を適用して制作し、視

覚心理実験により人間がいたく人工現実感の評価を

行い、空間環；境の物理的パラメーターの組合せと視

覚心理評価構造との関連を明らかにし、人工現実感

創成システムの設計指針を得ることを目的とする。

研究成果と産業技術への貢献

1．はじめに

　本年度は、高速道路におけるノイズリデューサー

設置型遮音壁の走行快適性改善効果に関する研究を

行った。ノイズリデューサー（以下NR）とは、遮

音壁の嵩上げ効果と同等の効果をもつ騒音低減装置

で、遮音壁高さの半減により、走行するドライバー

にとっては視野的開放感をもたらす効果も兼ね備え

ている。近年ではNRの内部空間を生かして、従来

型よりもさらに景観に配慮した緑化型NRが開発さ

れた。現在、NRは広島呉道路に設置されているが、

実験区間であるため設置区間は約100mと短い。そこ

で本研究ではNR設置による走行快適性改善効果を

明らかにするため、まず実験設置区間でのドライバ

ーの実走心理評価実験を行った上で、ドライバーが

認識可能な長さのNRの仮想空間をCG動画の走行
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アニメーションによって制作し、これを対象として

心理評価実験を行った。

2．CG動画の制作方法

　CG動画は、標準型遮音壁・標準型NR・緑化型

NRの3構造物を対象として、広島呉道路の道路形

状に即した2車線道路、さらに高速道路走行を想定

した4車線道路を制作した。制作方法は、まず表一

1に示す路線形状をもとに2車線、4車線とも9タ

イプのワイヤーフレームを作成し、次に視点方向・

走行位置・速度を設定したレンダリング処理を行い

走行アニメーションを制作した。CG動画像の例を

図1に示す。

　　　　　表1　CG動画制作の設定条件

表2　心理評価実験の概要
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公団技術者30人
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女子学生50人　計136人

総台評価として好感度評価の他、新鮮度・濁感・柔硬

度・明暗度・開放感・軽快度・やすらぎ感・圧迫感

SD法／各評価項目に対して5段階評価に該当する位
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図1　実験に用いたCG画像の例
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　　　　　　図4　好感度評価の要因分析

3．心理評価実験・調査の概要

　心理評価実験は、標準型遮音壁・標準型NR・緑

化型NRを評価対象として、広島呉道路を走行する

一般利用者を被験者とした実走心理評価実験（実走

実験）、CG動画の走行アニメーションに対する心理

評価実験（CG動画実験）及びCG動画に対する評

価を検証する上での広島呉道路走行VTRに対する

心理評価実験（VTR実験）の3実験を行った。実

験の概要を六一2に示す。

4．心理評価実験結果

　評価の分析においては、5段階評価のうち最も評

価の低い形容詞のグレードを0、最も評価の高いグ

レードを1とし、中間に位置する形容詞については

評価の低い順に0．25，0．5，0．75のグレードを与え、

このグレードを評価値として用いた。

　まず、実験別丁感度評価平均値を図2に示す。3

実験ともに緑化型NRの評価平均値が最も高く、次

いで標準型NR、標準型遮音壁の順に高い。特に実

走実験での緑化型NRの評価平均値が高いため、緑

化型NR設置による走行快適性改善効果が期待され

る。また、CG動画実験と他2実験との評価平均値
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　　図3　CG動画の好感度評価平均値

　の差が小さいため、景観評価を行う手段として、走

　行アニメーションを利用したCG動画実験の有効性

　が示される。次にCG動画の好感度評価平均値を車

　線別に図3に示す。どの道路形状でも評価の順位は

　変わらないが、全体的に4車線の方が評価平均値が

　高い。この要因として4車線のため道路幅員が広く、

　圧迫感が軽減されるためと考えられる。また4車線

　では左カーブの評価平均値が低いが、既往研究にお

　いて左カーブ走行でドライバーの視線に対して遮蔽

　物が存在すると、圧迫感を強く受ける傾向があるこ

　とが明らかにされており、本実験においても同様の

　結果が表れたものと考えられる。最後に走行感に影

　響をもたらす物理的要因を整理するため、CG動画

　実験の好感度評価を外的基準とした数量化1類分析

　を行った。その結果（図4）、「遮音壁の種類」のカ

　テゴリースコアのレンジが最も大きく、遮音壁の形

　態が走行感に与える影響が大きいことが明らかとな

　つた。これよりNR、特に緑化型NRの設置は走行快

　適性改善効果に有効であることが示される。
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